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 ・ハム・ソーセージ製品等の価格改定等の状況について
 ・令和3年度 初級食肉加工技術講習会の修了報告について
 ・令和3年度 JAS品質管理責任者等専門講習会開催
 ・関係省庁からの情報提供などについて（会員組合員宛配信情報）
 ・食肉科研（KAKEN）コラム ＃79
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1. 食肉需給の概要
（1）食肉消費量の推移
　我が国における1人当たりの食肉消費量は、昭和35年以
降、日本人の食事内容が西洋化したことなどにより、平成10
年頃まで大きく増加した。その後は、食生活の西洋化の定
着、少子高齢化の進展等が相まって、おおむね横ばいで推移
してきたが、近年の好景気等を背景に、焼肉や牛丼、ハン
バーガー等の外食を中心に食肉全体の消費量は一層拡大し
ており、令和2年度には、牛肉6.5kg、豚肉12.9kg、鶏肉13.9kg

となり、合計では過去最高の33.3kgとなった。
　特に豚肉は、価格が牛肉と比べて安価であることに加え、
調理や加工向けの用途が豊富であることなどから、1人当た
りの消費量は牛肉・鶏肉と比べて高い水準で推移してきた。
平成に入る頃には、豚肉消費量の伸びは横ばいとなったも
のの、平成10年代には、国内外での牛海綿状脳症（BSE）の発
生や、タイ・中国における高病原性鳥インフルエンザの発生
に伴い、牛肉・鶏肉からの代替需要が生じ、再び増加傾向と
なった。

内容をちよっと読み

続きは定期購読で！
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